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ＪＡ越後おぢや 
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らぁめん金次郎 P6

右下

らーめんヒグマ
小千谷本店 P6
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暁天 P6
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泳
ぐ
宝
石
と
い
わ
れ
る

日
本
の
国
魚
・
小
千
谷
市
の
魚

江
戸
時
代
に
三
国
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
発
展
。慶
応
4
年（
1
8
6

8
）の
北
越
戊
辰
戦
争
で
は
、武

装
中
立
を
唱
え
た
長
岡
藩
家
老
・

河
井
継
之
助
と
、
新
政
府
軍
・
岩

村
精
一
郎
が
慈
眼
寺
に
お
い
て
会

談
す
る
が
、
決
裂

し
、
戦
争
は
激
化

し
た
。
江
戸
時
代

後
期
の
遊
行
僧
・

木
喰
上
人
が
約
2

年
滞
在
し
た
こ
と

か
ら
、
微
笑
仏
と

も
い
わ
れ
る
木
喰

仏
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
約
２
０
０
年
前
の
文
化
・
文
政
時
代
、
新

潟
県
の
二
十
村
郷（
現
在
の
小
千
谷
市
や
長
岡
市
の

一
部
）で
は
、
棚
田
で
米
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
た
。

棚
田
の
上
部
に
は
貯
水
池
が
造
ら
れ
、
農
業
用
水
と

し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
冬
期
の
食
用
と
し
て
鯉
を
飼

育
し
て
い
た
。
こ
の
鯉
が
突
然
変
異
を
起
こ
し
、
色

の
違
う
鯉
や
模
様
の
あ
る
鯉
が
生
ま
れ
た
。
以
後
、

改
良
を
重
ね
、
現
在
の
よ
う
な
美
し
い
姿
の
錦
鯉
へ

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
錦
鯉
と
は「
色
や
斑
紋
が
あ
る

鯉
で
、観
賞
用
に
飼
育
さ
れ
る
鯉
」

の
こ
と
。
大
正
３
年（
１
９
１
４
）

に
開
催
さ
れ
た
東
京
大
正
博
覧
会

で
紹
介
さ
れ
て
か
ら
一
般
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
品
種
改
良
も

進
ん
だ
。

　
錦
鯉
の
品
種
は
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
も
多
岐
に
わ
た
り
、
80
種
類

以
上
に
も
及
ぶ
。
な
か
で
も
人
気

が
高
い
の
が
、「
紅
白
」「
大
正
三

色
」「
昭
和
三
色
」で
、
錦
鯉
の
御

三
家
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
最
も
代
表
的
な
品
種
で
あ
る

「
紅
白
」は
、
白
地
に
緋
斑
と
い
う

赤
い
模
様
が
入
る
。「
大
正
三
色
」

は
紅
白
に
黒
い
斑
紋
を
点
在
さ
せ

た
よ
う
な
模
様
が
特
徴
。「
昭
和

三
色
」は
大
正
三
色
と
同
じ
よ
う

に
紅
、
白
、
黒
の
三
色
だ
が
、
黒

が
多
く
、
線
や
面
状
に
な
り
、
腹

ま
で
模
様
が
入
る
も
の
も
多
い
。

市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
そ
び
え
る

標
高
1
0
4
・
9
ｍ
の
船
岡
山
山

頂
部
に
広
が
る
船
岡
公
園
は
桜
の

名
所
。
標
高
3
3
6
ｍ
の
山
本
山

か
ら
は
、
越
後
三
山
や
会
津
の
山

並
み
を
見
渡
せ
、
眼
下
に
信
濃
川

の
流
れ
と
新
潟
平
野
を
望
む
。
菜

の
花
畑
、
ひ
ま
わ
り
畑
、
そ
ば
畑

な
ど
、
山
麓
に
広
が
る
四
季
折
々

の
花
風
景
も
見
ご
た
え
が
あ
る
。

新
潟
県
中
央
部
、
越

後
平
野
の
南
端
に
位

置
し
、
信
濃
川
の
河

岸
段
丘
に
沿
っ
て
市

街
地
が
発
展
す
る
。
泳
ぐ
宝
石
と
い
わ
れ

る
錦
鯉
発
祥
の
地
で
あ
り
、
国
の
重
要
無

形
文
化
財
と
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
小
千
谷
縮
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
牛
の
角
突

き
な
ど
、
独
特
の
文
化
を
も
っ
て
い
る
。

〝
泳
ぐ
宝
石
〞
と
も
い
わ
れ
る
錦
鯉
。
海
外
で
も
人
気
が
高
く
、

小
千
谷
市
に
も
海
外
か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
て
い
る
。
慣

れ
て
く
る
と
、
手
か
ら
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う

錦
鯉
。
そ
の
魅
力
を
探
っ
て
み
た
。

へ
ぎ
そ
ば
は
、
小
千
谷
縮
を
織
る

際
に
糊
付
け
に
使
わ
れ
て
い
た
布

海
苔
を
つ
な
ぎ
に
し
て
い
る
の
が

特
徴
。「
へ
ぎ
」と
呼
ば
れ
る
器
に
盛

り
付
け
る
こ
と
か
ら「
へ
ぎ
そ
ば
」

と
呼
ば
れ
、
手
を
振
る
よ
う
に
し

て
そ
ば
を
盛
り
付

け
る
こ
と
か
ら

「
手
振
り
そ
ば
」

と
も
呼
ば
れ

る
。

江
戸
時
代
初
期
、
播
州
明
石
か
ら

来
た
堀
次
郎
将
俊
が
、
越
後
麻
布

に
改
良
を
加
え
て
完
成
し
た
の
が

小
千
谷
縮
。
緯
糸
に
強
い
撚
り
を

か
け
て
縮
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
独

特
な「
し
ぼ
」が
で
き
、
雪
に
晒
す

こ
と
で
地
の
白
さ
を
際
立
た
せ
る

の
が
特
徴
。

工
芸

自
然

歴
史

上越新幹線・JR上越線で

約2時間
上越新幹線・JR上越線で

約40分

関越自動車道で

228.8㎞
北陸自動車道・関越自動車道で

68.8㎞

高速バスで…

車で…

鉄道で…

約4時間
11時2分～24時2分着

23時30分発3時47分着
約4時間

小千谷IC

小千谷着

池袋駅
東口発小千谷着

小千谷IC

30分

小千谷駅

小千谷駅

バスタ
新宿発
23時発

7～20時の毎正時発

練馬IC

新潟西IC

池袋駅
東口発

東京駅

新潟駅

独
特
の
風
合
い
を
も
つ

独
特
の
風
合
い
を
も
つ

小
千
谷
縮

小
千
谷
縮

豊
か
な
自
然
が
描
く

豊
か
な
自
然
が
描
く

四
季
の
花
景
色

四
季
の
花
景
色

北
越
戊
辰
戦
争

北
越
戊
辰
戦
争

木
喰
仏

木
喰
仏

錦
鯉
の品種

　
錦
鯉
を
飼
う
の
は
難
し
い
。
そ
う
思
っ
て
い

る
方
も
多
い
よ
う
だ
が
、
エ
サ
の
与
え
方
、
ろ

過
装
置
、
水
替
え
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
さ
え

守
れ
ば
、
意
外
と
手
軽
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
錦
鯉
は
性
格
が
お
だ
や
か
で
人
に
慣
れ
や
す

く
、
飼
育
器
の
大
き
さ
や
飼
育
数
に
よ
っ
て
自

ら
成
長
を
調
整
す
る
。
た
と
え
ば
、
た
く
さ
ん

の
錦
鯉
を
一
緒
に
飼
育
す
る
と
、
成
長
が
緩
や

か
に
な
り
、
あ
る
一
定
の
サ
イ
ズ
で
成
長
が
ほ

ぼ
止
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
飼
育
環
境
を
調
整

す
る
こ
と
で
、
理
想
の
大
き
さ
に
育
て
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
庭
が
あ
れ
ば
、
畳
半
分
ほ
ど
の
池
を
造
っ
て

飼
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
簡
単
な
埋
め
込
み
式

の
プ
ラ
池
な
ど
も
あ
る
。
最
近
で
は
水
槽
飼
育

も
増
え
て
お
り
、
室
内
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
飼

う
こ
と
も
で
き
る
。

錦
鯉
の飼い
方

錦
鯉
の始ま
り

グ
ル
メ

江
戸
時
代
か
ら
食
さ
れ
る

江
戸
時
代
か
ら
食
さ
れ
る

へ
ぎ
そ
ば

へ
ぎ
そ
ば

紅
白

大
正
三
色

山
吹
黄
金

茶
鯉

金
昭
和

銀
鱗
昭
和

昭
和
三
色

九
紋
竜

ド
イ
ツ
大
和
錦

プ
ラ
チ
ナ
黄
金

白
べ
っ
甲丹

頂
紅
白

孔
雀

五
色

浅
黄

秋
翠

藍
衣

緋
写
り

o色、模様、形もさまざまで、同じも
のはないという
m大きく育てるなら屋外の庭池で
n手軽にガラス水槽で飼うことも
できる

l
錦
鯉
を
飼
育
す
る
小
千
谷
市

東
山
地
区
の
棚
池
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o船岡公園の桜

o慈眼寺

o小千谷縮の雪晒し

o小千谷駅前の地下道

o錦鯉のマンホール
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lサンプラ通り
錦鯉街灯

o山本山高原のヒマワリ畑

o牛の角突き
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